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近年、肥満の増加に伴い、肝臓に脂質が過剰に

蓄積する非アルコール性脂肪性肝疾患（NAFLD）

が成人のみならず小児においても増加しており、

病状が進行すると肝硬変に至るリスクが高いこ

とから、肥満ならびに NAFLD への対応が社会的

に重要な課題となっている。 

我々は国内で初めて小児の肥満に伴うNAFLD

の簡便な評価手法として超音波エラストグラフ

ィを導入し、その有用性や基準値設定においてエ

ビデンスを構築してきた。そして、確立した理論

を元に、診療において肥満対策や NAFLD 評価に

役立てており、様々な企業と連携し、肥満改善に

有用とされる物質の脂肪肝に対する有効性を評

価する共同研究も展開してきた。 

 

 

 

肥満や脂肪肝改善に有用と考えられる食品成

分や機能性成分の有効性の評価を超音波エラス

トグラフィを用いて簡便に行う。 

 

 

 

 

和歌山県産の食品や食品成分による肥満・脂肪

肝の改善効果の検証を行う共同研究の展開 
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